
長崎県立諫早商業高等学校 2年 勝枝 結

【はじめに】

２０２５年７月２６日から８月 3日までの間アメリカ合衆国のカリフォルニア州サンカルロス

市へのホームステイ派遣事業に参加させていただきました。私にとっての初めての海外が憧れ

のアメリカで、緊張はもちろんありましたが楽しみが大きかったです。しかし、やはり完璧では

ない英語で毎日を過ごすことができるのか不安もたくさんありました。

【ホストファミリー紹介】

ホストファーザー：Daniil

ホストマザー：Natalia

ホストシスター（姉）：Daria

サンカルロス市学生：Anna（18）

ホストシスター（妹）：Maria

ホストグランドマザー：Liuba

愛犬：Diana

の Stolyarova ファミリーです。

【1 日目：アメリカへ】

一日のほとんどを飛行機で過ごして体に疲れが溜まっ

ていた気もしますが、よく眠れたこと、アメリカについた時

の嬉しさで初日はあまり疲れを感じませんでした。空港で

初めて会うホストファミリーに内心ドキドキしていました

が、会ってすぐに Natalia がハグをしてくれたことに、と

ても安心したと同時に日本との違いも感じました。私を受

け入れてくれたことがとにかく嬉しかったのを覚えていま

す。荷物を置いてからAnnaと In-N-Outバーガーや、ショッピ

ングモール、Trader Joe’s に行きました。

初日からアメリカを感じるものばかりでかなりテンションが上が

っていました。帰ってからは、ご近所さんの家に行き、猫と遊び、

大きなトランポリンをしました。さらに夕方は、太平洋を見に連れ

て行ってくれました。浜辺がとても広く、改めてアメリカの大きさ

を実感しました。
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【2日目：ファミリーデイ】

この日はモントレーベイアクアリウムに行きました。朝が早かったのでレストランで朝食をと

りました。店内では宝さがしのようなゲームができて、料理が出てくる間も楽しみながら、待つ

ことができました。水族館はとても大きくて、何度も迷子になりかけました。大きなガラス張り

の水槽がたくさんあり、歩くたびに感動でした。海藻やエイに触ることができ、エイに触る機会

はなかなかないので、大変面白かったです。また、海に浮かぶプラスチックで作った様々なア

ーティストの作品が飾ってあったのですが、その中には葛飾北斎の「富嶽三十六景」の作品も

あり驚きました。

お昼はレストランに行き、私はサンドイッチを食べました。ご飯を食べていると、Maria が怜

奈ちゃんとSashaファミリーがいることに気づきました。たくさんの場所がある中でまさかの

同じ予定だったことが驚きでした。食事を終えて少し歩いていると、今度はお寿司屋さんでご

飯を食べている怜奈ちゃんたちを見つけました。日本食もおいしそうでした。

少し車で移動して、Carmelという小さな町に行きました。町の雰囲気がかわいらしく、どこを

とっても絵になるような街並みが気に入りました。どこに行ってもラッコの商品が並んでおり、

Natalia が見つけるたびに私に教えてくれました。パン屋さんで買ってもらった本場のアメリ

カンクッキーはしっとりしていて甘く、とても美味しかったです。

【3日目：グレートアメリカ】

3 日目はグレートアメリカに行きました。この日の朝は、

Anna の卒業アルバムを見せてもらいました。アルバムの分

厚さと人数の多さに驚かされました。加えて、卒業生の子供

の頃の写真や、在校生の写真も載っていて学校の大きさが

伝わりました。

グレートアメリカのアトラクションは私が乗ったことのある

日本のアトラクションに比べ、すべて激しかった気がします。

何度も首がもげそうになりました。たくさんのアトラクション

に乗りましたが、逆さになるジェットコースターは初めてだっ

たので、少し怖かったです。お昼はお腹があまり空いていな

かったので、咲彩ちゃんと分けて食べました。また、フォーチ

ュンクッキーの中に入っていたメッセージがとても素敵でし
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た。後半はショップを周ることにし、Anna とHenri は追加でアトラクションに行きました。

それから私たちは買い物途中でケーキを食べました。美味しかったのですが、かなり甘く、6

人で食べても食べ切れませんでした。最後に乗ったアトラクションではみんながびしょびしょに

濡れたので、最後に乗って正解だったと思っています。ただ、帰りが寒かったので、先に濡れて、

歩きながら乾かすのも良かったかもしれません。

夜は、Foster city に行きました。きれいな湖が広がっていてとても見惚れました。水が綺麗

な青色で、薬を入れて海藻を殺しているといっていました。この辺りは、中国やインドの方が多

く住んでいるらしく、8月にはイベントが行われるようです。少し歩くとダイソーがありました。

お店の中は日本のダイソーそのもので一瞬日本に帰って来たかのようでした。しかし、やはり

値段は高かったです。そこには日本のアニメキャラクターが描かれた缶ジュースがあり、日本で

は未販売のものだったので買えばよかったと後悔しています。

スーパーではAnna がお勧めしてくれたキノコドリンクを買いました。本当に体に良さそう

な味でした。たくさんの味があったので、いつか他の味にも挑戦したいです。

【4日目：市長訪問、その他】

市長表敬とCarlmont high school、Art Bias、サン

カルロスミュージアムに行きました。市長、副市長のお話を

聞いて、大事な二人の役目がほとんどボランティアのよう

な仕事ということにとても驚きでした。

議場のマイクの前に座らせていただき、貴重な体験ができ

ました。

Carlmont high school は私の学校に比べると大変

大きく、またまた驚きました。アメリカでは授業ごとに先生

がクラスに移動するのではなく、生徒が教室を移動するの

で、本当にたくさんの教室がありました。また新校舎も建っ

ていてとても綺麗でした。外には広いバスケットコートや、

体当たりを練習するための人形があり、中には広いホール

もありました。
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Art Bias ではたくさんのアーティストがそれぞれの表現の仕方で素敵な作品を描いていて

とても面白かったです。工夫されたデザインを間近で見ることができ、とても感動しました。そ

の後坐禅や折り紙をしました。坐禅は、目を瞑り動かずすべてを無にするのですが、かなり難し

かったです。ずっと動かないということが苦手な私にはなかなかきつい時間でしたが、貴重な

体験だったと思います。折り紙では折り鶴を折りました。折り鶴は毎年折っているのにも関わ

らず未だに折り方を覚えず、毎回苦戦しているので、今回もサンカルロス市学生に教えること

ができず、非常に悔しかったです。

サンカルロスミュージアムでは市の歴史をたくさん知ることができ、とても勉強になりまし

た。今の町を知るだけではなく、昔の町も知ることができました。ミュージアム中央には消防車

が置いてあり、今のようにサイレンではなく鐘で音を鳴らしていました。チャイム代わりに鳴ら

していただきましたが、いきなり鳴るととてもびっくりしました。

次に壁画を見に行きました。壁一面に大きく描か

れた大村市とサンカルロス市をつなぐ、力強い絵に

はとても感動しました。細かなところまでしっかりと

描かれており、たくさんの工夫やこだわりについて

教えていただきました。

最後にサンカルロス市 100 周年記念ということ

で行われている、ダウンタウンの道路に鮮やかなペ

イントをさせていただきました。次回サンカルロスを

訪れる際、この完成形をぜひ見たいです。

【5日目：ファミリーデイ】

始めにゴールデンゲートブリッジに行きました。様々な場面で見て

きた、あの大きな橋が目の前にあることに感動しました。また車から

降りて、アルカトラズ島を見ることでもきました。見たかったものを見

ることができ、胸が高鳴りました。

写真を撮っていると二階建ての観光バスを見つけ、Natalia が「こ

れは有名なバスだよ。」と教えてくれました。その後、車で山に登り、戦

争時代に使われていた、陸軍の基地を見ました。また、フェンスにはた

くさんのカギがかけてあり、それらのカギにはメッセージや、お願いご

とが書いてありました。が、Natalia は「あまりこういうのは好きでは

ない。」と言っていました。この辺りの霧は深く、すべてをはっきりと見

ることはできませんでしたが、いろいろなものを間近で体感でき、と

ても嬉しかったです。

サンフランシスコに到着してからは、大きなデパート前の広場やチャイナタウンに行きました。

チャイナタウンは長崎の中華街に比べると非常に広く、中国の置物や、スパイス、アクセサリー、
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お菓子などが売っていました。そしてなんとこの日も怜奈ちゃんとSashaファミリーに会いま

した。

チャイナタウンを抜けると小さなイタリアの街がありまし

た。国旗があったり、横断歩道がイタリアカラーだったり、イ

タリア料理のお店もたくさんありと、また違う街並みを見る

ことができました。この日のお昼はピザを食べました。「ここ

のピザは大きすぎるから、小さいサイズにして、二種類頼も

う。」と言われたので私たちは二種類のピザを頼み、5人で

分けましたが、近くに座っていた二人組の机を見てみると、

机が見えなくなるくらいの大きなピザが載っていました。あ

のサイズを二人で食べきることができるのか、とても気になり

ました。

昼食後、少し歩いて大きな教会に行きました。外観も中も素

晴らしく綺麗で、中ではオルガンの音色が響いていました。

次は、ロンバートストリートに行きました。くねくねの道がと

ても綺麗で、見惚れました。ところがここで大ハプニング、頂上

まで登り景色を眺めていた時、持っていた水筒を落としてしま

いました。それはAnnaが大村市からいただいた水筒だったの

です。ちょうど車が通っていなかったので何とか追いかけて転

がる水筒を拾うことができました。Natalia に「みんながあな

たのことを撮影していたよ。」言われ、とても恥ずかしくなりま

した。水筒にたくさん傷をつけてしまいましたが、これも思い出だと言ってくれました。

次にギラデリスクエアに行きました。ここでまた怜奈ちゃんたちに会いました。3回目です。

NataliaとSashaのお母さんは「It‘s destiny!」と言っていました。ここは老舗チョコレート

屋で美味しそうなチョコの香りが漂っていましたが、ここではチョコを買いませんでした。その

代わりにMaria はＴシャツを着るほどタピオカが好きなので、Annaが三人分タピオカを買っ

てくれました。ところが、タピオカを待っている間に予約した無人タ

クシーが到着し、みんな猛ダッシュでタピオカを持って走りました。無

人タクシーは本当に感動で、人が運転しているかのようにスムーズ

に動き、信号を守り、角を曲がっていました。タクシーを見ていた観

光客も不思議だったようで、カメラを向けていました。

帰宅後、家のバックヤードを見せてくれました。ソファもサウナも

あるのに、まだ作っている途中だと聞いて驚きしかなかったです。
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【6日目：ミュアウッズ、ゴールデンゲートブリッジ、Pier39】

ミュアウッズは大変木が高く、折れている木もあったり、川が流れていたりしてとても自然を

感じられました。ハーフパンツを履いていたため、とても寒かったのですがたくさん歩いたの

で周り終わるころには、体も温まっていました。

ゴールデンゲートブリッジはこの日もとんでもなく寒かっ

たです。まさか反対側まで歩くとは思わなかったので、強い

向かい風が吹いてくる中みんなで話しながら約 3キロ歩き

ました。これもまたいい思い出になりました。

それから、Pier39 に行きました。そこは夏を感じる場所

で雰囲気がとても気に入りました。そこのアシカを見に行き

ましたが、Anna はあまり好きではないみたいです。一匹だ

とかわいいですが、確かに群れでいるとかわいいという感

情はあまり沸いてこないなと思いました。

ちょっと早めに家に送ってもらい、Anna と Maria と

Natalia の 4人でトロールを見に行きました。大きなトロー

ルがいる場所を探しながら広い敷地を歩き回りました。間近

でトロールを見た時は思ったより大きく、大変圧倒されまし

た。Anna は私以上にトロールが好きらしくとても楽しんで

いました。閉館時間間際だったため館の中や、広い庭を急い

で見ました。トロールはすべて見つけることができて、たくさ

ん写真も撮れたのでよかったです。

Daniil と合流してからお寿司屋さんに行きました。私は生

魚が苦手なので、おすすめを紹介していただき、とてもおい

しい巻き寿司を食べることができました。Maria がチキンラ

ーメンを頼み、お裾分けしてもらいましたがその味は、ちゃん

ぽんでした。

【7日目：スタンフォード大学、Google store、BBQ】

スタンフォード大学の敷地はとても広く、この日は暑い日だ

ったので歩くのが大変でした。大学の敷地にはいろいろな建

物があり、広い庭やショップ、ご飯屋台などすべてをしっかり

回るのにはとても時間がかかりました。大学のゲイリーさんの
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講話は、戦争中のアメリカに住む日本人についてのお話でした。

大変深いお話だったのですが、その場では英語をあまり理解する

ことができず、写真などの雰囲気でどうにか頑張りました。

昼食後、フーバータワーに行きました。タワーからの景色は非常

に美しく、サンカルロスやサンフランシスコを見ることができまし

た。私のお気に入りの場所となりました。

その後のGoogle store は正直、みんなのテンションが上がっ

ていて、それぞれ買いたい物やお土産を買っていました。私もス

テッカーやペンを買うことができました。Sasha のお父さんは

Google で働いているので社員証を使って、休憩スペースに入ら

せていただきました。そこではお菓子やジュースが無料でいただ

けて嬉しかったです。少し移動して別の大きなGoogle store に

行きました。入口にある大きな風車がとてもかわいかったです。

その中にあるカフェで、なんとSashaのお父さんがかわいいケー

キをご馳走してくださり、みんなでおいしくいただきました。食後

にGoogle カラーの自転車に乗りました。みんなで公園をぐるぐ

る回ったことはとてもいい思い出になりました。

BBQではこの一週間で携わってくださった皆さんが集まり、たくさんお話しすることがで

きました。壁画制作に携われていたゆかりさんからは園田市長がサンフランシスコ空港に到着

した時の様子をお聞きしました。

この一週間でお腹にたまったご飯が残っていたので、BBQではあまり食事に手を出すこと

ができず、せっかくのおもてなしが入らず残念でした。食後にみんなでかくれんぼをしました。

それは初めての英語のかくれんぼでとても楽しく、これもいい思い出になりました。

また、皆さんと写真をたくさん撮ることができ、楽しい時間を過ごせました。

【8日目：帰国！！】

ついに帰る日になってしまいました。出発の時間が早く、寂しくなりました。また会おうと約

束をして、写真を撮り、お別れのハグや、タッチをしました。

空港では参加学生全員で写真を撮りました。
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【最後に】

私の将来の夢であるダンサーになるために、ダンスの本場であるアメリカの雰囲気を肌で感

じてみたかったというのが今回応募した理由です。私はこの経験を通し、新しい世界を見られ

たことでいろいろな気づきや変化がありました。また、改めて自分を大切にすること、コミュニ

ケーションの大切さに気付きました。

次回アメリカに行くときには絶対にダンスを踊りに行っていると信じて、これからも YUME

に向かって頑張ります。

Stolyarova ファミリー、私のことを快く受け入れてくれてありがとう。いろいろな場所に

連れて行ってくれたことだけではなく、家で過ごした貴重な時間も私の思い出としてずっと残

っています。ホストマザーNatalia の手料理はすべて美味かったです。またみんなでお菓子を

食べながら大きなスクリーンで映画を見る時間はとても優雅でした。

そして、「YUMEかな」に携わっていただいた職員の皆様、このような機会を与えてくださり

本当にありがとうございました。また、随行員の山口先生、星凪くん、咲彩ちゃん、怜奈ちゃん

が一緒でとても心強かったです。ありがとうございました。

日本を出て、アメリカでの生活は驚くことばかりでした。

この素晴らしい経験を将来のために活かし、必ずYUMEを叶えます！
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